
・ 実施期間:令和６年４月１２日～（R6.12月頃まで実施予定）
・ 回答方法:市ホームページからアンケートフォームにアクセスして回答する
・ 回答者数:314人（11/30現在）

❶ 回答者の年齢 ❷ 回答者のお住まい

20代以下
49人（16％）

30代
61人(19％)

40代
67人（21％）

50代
80人（26％）

60代
41人（13％）

70代以上
16人（5％）

駅前・大門地区
38人（12％）

市外
33人（11％）

駅前・大門地区以外
243人（77％）

参考 -１-

【参考】Ｗebアンケートでの意見（11/30までの集計）



❸ ２フロア（各1,000㎡）の規模の中で，
どのような公共施設があったら「利用したい（利用する人が多い）」と思いますか?

85
4

26
27

49
54
58
64
67

75
96

173

その他（自由記述）
プライバシーに配慮した相談室

オープンキッチン
防音室

ビジネス向けワークスペース
軽運動できる活動スペース

作品展示等のオープンスペース
観光案内

図書コーナー
学習スペース

高速ネットワーク環境
市民や観光客がくつろぎ，憩う空間

※複数回答可（最大３つ）

参考 -２-

その他（自由記述）
・イベントスペース(物販・飲食可) ・発表会に使える小ホール・ステージ ・楽器の個人練習部屋
・観光関連の展示・販売ブース ・函館や棒二の歴史展示 ・学生の活動拠点スペース
・外国人との交流スペースやインバウンド観光客の避難所・文化体験スペース など



52
21
25

42
45
47
48

58
62

97
106

183

その他（自由記述）
料理教室

ＶＲ(仮想現実)による津波避難等疑似体験
動画投影によるイベント告知等

函館を題材にした書籍やガイドブックの閲覧
修学旅行・教育旅行中のグループワーク

ｅスポーツ大会
文化活動などの成果発表

体操，ボッチャ・モルック体験などの軽運動
スポーツ観戦「パブリックビューイング」

市民活動，各種講座
市民も観光客も参加できるイベント

❹ この公共施設を「どのように使いたい（使えたら良い）」と思いますか?

※複数回答可（最大３つ）

参考 -３-

その他（自由記述）
・函館限定商品等の物販 ・企業等のＰＲ・出展 ・テレワーク ・バンド練習できるスペース
・大学のサテライト講義 ・学生等のフリー活動 ・くつろぎ，休息 など



参考 -４-

❺ 公共施設整備に関するその他の自由意見

▼施設の「方向性」などに関する意見
・ 観光客や地元の人が行きたくなる「催事」が実施される施設にしてほしい

・ 民間の力を借りて市が潤うものとして活用して欲しい

・ 市内大学生が活動する拠点や市民（学生）と観光客が交流できる施設ができると活気が出る

・ 子育て世帯が訪れたくなる場所にすると，周辺施設（映画・キラリス・飲食等）への回遊が見込める

・ 市民，特に若者が駅前大門地区に来るきっかけとなる施設にしてほしい

・ 若い年代の子供達が気軽に，何度も利用したいと思う施設にするべき

・ 完成時に時代遅れにならないものを作るべき

・ 椅子，机，程よいＢＧＭ，美味しいコーヒーさえあればよい など

▼施設の「具体的機能」などに関する意見

・ 外から室内の様子が分かる仕掛け（ガラス張りなど） ・ 大人も学生も使える学習スペース

・ アート作品や楽器演奏等の発表の場 ・ 観光客に函館らしさや魅力を伝えられるミュージアム機能

・ 水族館 ・ ＩＣＴパーク（ｅスポーツ等ができる施設） ・ 自転車置き場や大規模市営駐車場 など
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